
標記の会合が平成21年10月12日から16日まで、大韓

民国チェジュにおいて、大韓民国食品医薬品庁

（KFDA）の食品評価局長Kwang Ho Lee博士を議長とし

て開催されたので、その概要を報告する。

１．参加者

会議には、43加盟国、１加盟機関の代表団及び８オ

ブザーバー機関から148名が参加した。日本からは秋元

京子、矢野貴子（農林水産省消費・安全局）、小澤真名

緒（農林水産省動物医薬品検査所）、関谷辰朗（内閣府

食品安全委員会事務局評価課）及び星野博満（厚生労

働省医薬食品局食品安全部）が参加した。

２．会議内容

議題１：議題の採択

事前に示された仮議題は原案通り採択された。

議題２：コーデックス総会及びその他の部会からの付

託事項

TFAMRに対応を求める事項はなかったが、第32回総

会にて家畜への動物用医薬品の使用に係る国の食品安

全保証プログラムの設計及び実施のためのガイドライ

ン（CAC/GL71-2009）が採択されたこと及び家畜用飼

料に係る新規作業が開始されたことが報告された。

議題３：FAO, WHO及びOIE抗菌剤耐性に関する活動

の概説

FAO、WHO及びOIEから、抗菌剤耐性に関する最近

の活動内容について報告がなされた。FAOからは、

Technical Cooperation Project (TCP/CPR/3203D)

“Improvement of aquaculture food safety in Hubei

Province, China”、“Aquaculture food safety, GAPs“及

び”Code of Practice to minimize and contain antimi-

crobial resistance (CAC/RCP 61-2005)“を含むコーデッ

クスの実施規範に関するワークショップについて報告

が行われた。さらに、FAO/WHO合同微生物学的リス

ク評価専門家会合（JEMRA）によって作成された”Risk

Characterization of Microbiological Hazards in Foods:

Guidelines. Microbiological Risk Assessment Series 17 -

FAO/WHO“について情報提供された。WHOからは、

WHO-AGISAR （WHO Advisory Group on Integrated

Surveillance of Antimicrobial Resistance）の設立につ

いて報告が行われた。また、WHOのWorld Alliance for

Patient Safety Programme がthe third Global Patient

Safety Challenge の議題として抗菌剤耐性を選び、作業

が2010年に開始され、WHOは動物の飼育を含む種々の

エリアにおける抗菌剤耐性を制御し、封じ込めるため

の特定の対策及び実施戦略を含む政策文書を作成して

いる旨報告があった。OIEからは、抗菌剤の責任ある

慎重な使用の推進と抗菌剤耐性のサーベイランスとモ

ニタリングの調和についてTerrestrial Animal Health

Codeの改正を含めた活動の報告がなされた。さらに、

現在水産養殖動物に関連した抗菌剤耐性の基準を作成

しているとの情報提供がされた。

議題４：食品由来の抗菌剤耐性菌に係るリスク分析に

関するガイドライン原案

本年５月に開催された電子作業部会（議長国：米国）

が「食品由来の抗菌剤耐性菌に係るリスク評価指針」、

「リスク評価及び管理における食品由来の抗菌剤耐性菌

の優先付けのためのリスクプロファイル作成に関する

指針」及び「食品由来の抗菌剤耐性菌の封じ込めのた

めのリスク管理指針」を統合したガイドライン原案に

ついて検討した。

１．ガイドライン全体について

（1）ガイドラインの構成を原案の時系列とするか、リ

スク分析の３つの要素別とするかについて、日本は

他のガイドラインとの整合性を考慮して要素別の構

成に変更することを提案した。検討の結果、
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